
 

 

レーザ安全講習資料 

 

●レーザー光を原因とする眼に対する障害 
 
光密度エネルギーとしてのレーザー光は波長が安定でコヒーレント性が高いために容易にビーム径を絞ることが可能で
す。 
絞ることにより、エネルギー密度（Power Intensity）が上がるため、視覚をはじめとする障害を起こすことがあります。 
 
特に各種材料の切断、穴開け、溶接等の加工等の高出力レーザー（Class3B, Class4）は注意する必要があります。 
これらの機器を使用する場合、加工機、計測機器自体の安全設計と共に使用の際に十分な安全対策をすることで、レ
ーザー光線による人体への障害、具体的には眼障害あるいは皮膚障害を回避しなければなりません。 
わが国において IECの規格を基に、1988年に［レーザー製品の放射安全基準］（JISC6802）1999年度内、改訂版発行予
定）が制定されました。 
以下にレーザー光線による眼への作用と障害を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ．連続または長パルスレーザーを放射するアルゴンレーザー、YAGレーザー、CO2 レーザー等では、熱作用または光
化学作用により次に掲げる障害が起こります。 

 
（1）視覚焦点域外の波長（紫外部（200～400nm）及び赤外部の一部（1,400～106nm））をもつレーザー光線は、角膜、水
晶体等の組織に吸収されて角膜火傷、視力低下を伴う白内障などを起こします。 

（2）視覚焦点域内の波長（可視部（400～780nm）及び赤外部の一部（780～1,400nm））をもつレーザー光線は、眼の光
学系（角膜、水晶体）により網膜上に集光されて密度が概ね 10の 5 乗倍大きくなるため、以下に掲げるような障害を

 もたらします。
 

ａ) 網膜（中心か付近）に吸収される連続波レーザー光線は、主として熱作用により網膜火傷を起こします。 
ｂ) 波長が概ね 430nm付近の可視光レーザー（網膜視細胞の視感色素に吸収される。）は、主として光化学作用
により網膜障害を起こします。 

 
ロ．短パルスの高いピークパワーのレーザーを放射する YAG（Q－スイッチ）レーザー、CO2 レーザー等では、衝撃波に
より網膜火傷、眼底出血が起こり、しばしば高度の視力低下を伴います。 
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● レーザ光の安全基準  

国際電気標準（IEC）の基準をもとに日本工業規格「レーザ製品の安全基準」JIS C 6802 が規定されている。 

欧州規格 EN 60825-1:2007 のクラス分類基準は JIS C6802:2011 と整合｡ 

 

クラス 危険評価の概要 

クラス 1 

合理的に予見可能な運転条件下で、または観察用光学器具（ルーペまたは双眼鏡）を用いても安全なレー

ザ製品。可視光の場合、目がくらむなどの視覚的影響が出る場合がある。 

 

FDA: Class Ⅰ 

危険なものと見なさない。 

クラス 1M 
合理的に予見可能な運転条件下で、裸眼では安全なレーザ製品。 

光学器具を用いると、条件により目の障害が出る可能性がある。 

クラス 2 

通常、まばたきなどの嫌悪反応によって目は保護され、瞬間的な被ばくのときは安全であるが、意図的なビ

ーム凝視をすると危険なレーザ製品。また、残像による一時的な視力障害や、驚きによる反応動作によるリ

スクに注意が必要。 

 

FDA: ClassⅡa  

可視レーザ光線（波長:400～710nm）に限定され、1,000 秒以下の時間で観察する場合は危険なものと見

なさないが、1,000秒を超える長時間の観察は、慢性的な視覚障害の危険があると見なす。 

クラス 2M 

裸眼においては、クラス 2 と同じく、通常まばたきなどの嫌悪反応によって目は保護され、瞬間的な被ばくの

ときは安全であるが、意図的なビーム凝視をすると危険なレーザ製品。また、残像による一時的な視力障害

や、驚きによる反応動作によるリスクに注意が必要。光学器具を用いると、条件により目の障害が出る可能

性がある。 

 

FDA: ClassⅡ 

 可視レーザ光線で、0.25 秒を超える放出持続時間における放射パワーが 1mW を超えないもの。 

レーザ光線の観察は、慢性的な視覚障害の危険があると見なす。 

クラス 3R 

直接ビーム内観察による障害がクラス 3Bに比べて比較的少ない。意図的に目に露光することは危険であ

る。 

また、残像による一時的な視力障害や、驚きによる反応動作によるリスクに注意が必要。 

 

FDA:ClassⅢa  

可視レーザ光線で、0.38 ミリ秒超を超える放出持続時間における放射パワーが 5mW を超えないもの。 

放射照度によっては、ビーム内観察による急性視覚障害または慢性視覚障害の危険があると見なす。 

また、光学機器を用いたレーザ光線の直接観察は、急性視覚障害の危険性が考えられる。 

クラス 3B 

目へのビーム内露光が生じると、偶然による短時間の露光でも通常危険。 

条件により、軽度の皮膚障害または可燃物の点火を起こす可能性がある。 

 

FDA: Class Ⅲb 

 全ての波長のレーザ光線に適用され、例えば可視レーザ光線では、 のも放射パワーが 5～500mW の範囲

の。直接光は、急性視覚障害や皮膚傷害を招く危険性が考えられる。 

クラス 4 

ビーム内の観察および皮膚への露光は危険。火災を発生させる危険性もある。 

 

FDA:ClassⅣ  

放射パワーが、クラスⅢb の被ばく放出限界を超えるもの直接光だけでなく、散乱光も急性視覚障害や皮膚

傷害を招く危険性が考えられる。 

 

 

 



●レーザ光線による障害の防止策 

労働安全衛生法ではレーザを用いた労働について、その安全予防対策の具体的内容をクラス 1、クラス 2 以外のレー
ザ機器を対象に「レーザ光線による障害の防止対策について」で定めている。 

(M1522は 3B, M1622は 3R だが出力 P=5mW以下、波長 λ=690nmのため※1の措置は不要となる。) 

 ※1 400nm～700nmの波長域のレーザー光線を放出するレーザー機器について措置が不要である。 

 

措置内容（項目のみ） 措置内容 レーザ機器のクラス 

4 3B 3R 2M 1M 

レーザ機器管理者の選任 レーザ機器の取扱およびレーザ光線による障害の防止に
ついて十分な知識と経験を有する者のうちから選任 

● ● ●※1   

管理区域（標識、立入禁止） 他の区域と区画し標識等で明示、関係者以外立入禁止 ● ●    

レ 

｜ 

ザ 

機 

器 

レーザ 

光路 

光路の位置 作業者の目の高さを避ける ● ● ● ● ● 

光路の適切な 

設計・遮蔽 

可能な限り短く折れ曲がる数を最小にして、歩行路と交差さ
せず可能な限り遮蔽 

● ● ●※1   

適切な終端 適切な反射率および耐熱性ももつ拡散反射体または吸収
体で終端 

● ● ●※1 ● ● 

キーコントロール キー等により作動する構造 ● ●    

緊急停
止 

スイッチ
等 

緊急停止スイッ
チ 

レーザ光の放出を直ちに停止できる非常停止スイッチ ● ●    

警報装置 容易に確認できる自動表示灯等の警報装置 ● ● ●※1   

シャッタ 放出口に不意の放出を避けるシャッタ ● ●    

インターロックシステム等 管理区域開放、光路遮蔽解除の時、レーザ放出自動停止 ● ●    

放出口の表示 レーザ光放出口に表示 ● ● ●   

作 

業 

管 

理 

等 

操作位置 レーザ光路からできるだけ離れた位置でレーザ機器の制御 ●     

光学系の調整 光学調整時は必要最小のパワーで行う ● ● ● ● ● 

保護
具 

保護眼鏡 レーザの種類に応じた適切なレーザ用保護めがねの着用 ● ● ●※1   

保護衣 皮膚の露出の少ない作業衣の着用 ● ●    

難燃性素材の使
用 

難燃性素材の衣服着用、溶融して玉状になる化学繊維は
不適 

●     

点検・整備 始業点検、一定期間ごとの点検、調整 ● ● ● ● ● 

安全衛生教育 労働者の雇い入れ時、作業内容変更時、レーザ機器変更
時の教育 

● ● ● ● ● 

健康
管理 

前眼部検査 雇い入れまたは配置替え時に視力検査と併せて角膜、水
晶体検査 

● ● ●※1   

眼底検査 雇い入れまたは配置替え時に視力検査と併せて眼底検査 ●     

そ 

の 

他 

掲示 管理者氏名 レーザ機器管理者氏名 ● ● ●※1   

危険性掲示 見やすい箇所に、レーザ光線の危険性、有害性および取扱
注意事項 

● ● ● ● ● 

設置の表示 レーザ設備の標識 ● ●    

高電圧の表示 高電圧部分の表示、感電防止措置 ● ● ● ● ● 

危険物
の持込
禁止 

管理区域内 爆発物、引火性物質 ●     

レーザ光路付近 爆発物、引火性物質 ● ●    

有害ガス、粉じん等 労働安全衛生法所定の措置 ● ●    

レーザ光線による障害の
疑いのある者に対する医
師の診察・処置 

レーザ光による障害が疑われる者には、速やかに医師によ
る診察・処置を実施 

● ● ● ● ● 



●弊社ドップラ速度測定システムに対する適用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   レーザー機器のクラス 3B  

 措置内容  安全対策  

 レーザー機器管理者の選任 ● 機器責任者を決める。  

 管理区域（標識、立入禁止） ● 標識、立入禁止表示、レーザ遮光ついたてを準備する。  

 

レーザー

機器 

レーザー光路 

光路の位置 ● 本装置のレーザーは波長 780nm出力は約 40mW。 

レーザースポットサイズ 5mmX2mmの楕円ビーム。 

コリメートされた平行光なので、センサ設置光路を目線より下

にする。また、不要光路を可能な限り遮蔽する。 

 

 光路の適切な設計・遮へい ●  

 適切な終端 ●  

 キーコントロール ● 

かぎによるレーザーON/OFF制御機能。 

またはパスワードをキーインすることによるレーザーON/OFF

制御機能あり。 

 

 

緊急停止スイッチ等 

緊急停止スイッチ ● 必要があれば、非常停止ボタンを設置して対応可能。  

 警報装置 ● 
レーザー放射時、ｾﾝｻと信号処理機に警告灯（緑 LED）が点

灯する。 
 

 シャッター ● レーザーを機械的に遮光するシャッタが付いている。  

 インターロックシステム等 ● 
必要があれば、非常停止ボタンを設置して対応。 

インターロック用リモート端子あり。 
 

 放出口の表示 ● レーザー放出口の表示シールを貼布。  

 光学系調整時の措置 ● 安全マニュアルを整備する。  

 保護具 保護眼鏡 ● レーザー用保護眼鏡を準備する。  

  皮膚の露出の少ない作業衣 ● 長袖作業着着用とする。  

 点検・整備 ● 始業点検表を作成して実施する。  

 安全衛生教育 ● レーザー業務前に実施する。  

 健康管理 前眼部（角膜、水晶体）検査 ● 健康診断を受診する。  

 

その他 

掲示 

レーザー機器管理者 ● 機器責任者の表示をする。  

 危険性・有害性、取扱注意事項 ● 掲示する。  

 レーザー機器の設置の表示 ● 掲示する。  

 レーザー機器の高電圧部分の表示 ● 
高圧部（180V）は二重に密閉されたケースに入

っているため、高圧表示は不要。 
 

 危険物の持ち込み禁止 ● 危険物の持ち込み禁止とする。  

 有害ガス、粉じん等への措置 ● 
腐食性ガス・可燃性ガス・粉塵に対する措置はなし。 

防滴・防爆仕様ではない。 
 

 
レーザー光線による障害の疑いのある

者に対する医師の診察、処置 
● 診察、処置を受ける。  

安全対策実施例・厚生労働省「レーザー光線による障害の防止対策について」における 

レーザー機器のクラス別措置基準一覧表 「クラス 3B」の項目を使用 



該当機器マニュアルからの抜粋 

 

●レーザ製品について 

 

本器は、レーザ製品のクラス３Ｂに分類される波長 780nm，出力約 40mWの不可視レーザ光を使用しています。この

レーザの直接光あるいは鏡面反射光が目に入った場合大変危険です。 

レーザ光を直接覗き込んだり、光路上の物体からの反射光を絶対に見ないように注意して下さい。 

本器を取扱う前には必ず本取扱説明書をよく読み、その指示に従って環境を整え、正しく操作するようにして下さ

い。 

また、本器は 

「レーザ製品の安全基準「ＪＩＳ Ｃ ６８０２」に基づいて次の安全対策が施されています。 

 

   １．かぎによるレーザ ON/OFF 制御 

     レーザの ON/OFF は、基本的にかぎスイッチにより行なわれます。 

     レーザ安全管理者がかぎを管理し、不許可の人にレーザ運転をさせない目的に使用されます。 

 

   ２．リモートインタロックコネクタ 

     レーザの ON/OFF を外部からリモートコントロールするためのコネクタで非常時遮断用主インタロックや部屋イ

ンタロック、保護囲いのドアインタロックに接続し、（全て直列に接続する）非常時の安全対策及び、セーフテ

ィインタロック機能として用います。また一度レーザを“OFF”にすると再度“ON”した時に必ず１～２分のレ

ーザ点灯準備時間がかかります（センサの LED が点滅）ので、この間に待避する事ができます。 

 

   ３．レーザ放出警告表示 

     レーザが放射される時、センサ及び信号処理器で警告灯（緑 LED）が点灯し、警告を発します。また、LED が

点灯してから１～２分のレーザ点灯準備時間の後、レーザが放射されます。（センサの LED はこの間点滅

している） 

 

   ４．ビーム遮光器（シャッタ） 

     レーザビームを機械的に遮光してしまうシャッタで、電源“ON”の時でもレーザ光を遮光します。本器を使用しな

い時などに不意な放射を防止するのが目的です。 

 

   ５．ラベル 

（１）警告ラベル、（２）開口ラベル、 

（３）説明ラベルなどの注意ラベルが 

ドップラセンサの上蓋に貼られていま 

す。また、保護囲いなどにも付属の同 

様のラベルを貼り付けて使用してくだ 

ださい。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●運用者の注意事項 

 

本器を使用するに当っては、使用者にも安全予防策として次の事項が義務づけられていますので、必ず厳守して取扱っ

てください。 

 

１． レーザ管理区域の設定 

  レーザ管理区域を決め、他の場所と区別し、標識等によって明示してください。 

この管理区域に関係者以外が立ち入る場合は、次のレーザ安全管理者の指揮のもとに行動させてください。 

 

２． レーザ安全管理者の任命 

  レーザの危険性の評価と安全管理を行なっていくのに十分な知識を持ち、レーザの安全管 

理に対して責任を持つ人を任命し、次の項目を遂行させてください。 

（１）レーザ放射による障害防止対策に関する計画の作成及び実施 

（２）レーザ管理区域(レーザ放射にさらされるおそれのある区域)の設定及び管理 

（３）レーザを動作させるためのかぎ等の管理 

（４）保護具の点検・整備及びその使用状況の監視 

（５）労働衛生教育の実施及びその記録と保存 

（６）その他レーザ放射による障害を防止するために必要な事項 

 

３． リモートインタロックコネクタの使用 

  本器のリモートインタロックコネクタを、非常時遮断用主インタロック、部屋インタロッ 

ク、保護囲いのドアインタロック等に接続し（全て直列に接続）、必ずレーザの ON/OFF をリモートコントロールして

ください。 

 

４． かぎによる制御 

  本器のかぎスイッチを活用し、無許可でレーザを ONする事を防止してください。 

  このかぎの管理は、レーザ安全管理者の責任の一つです。 

 

５． ビーム遮光機(シャッタ)の活用 

  レーザを使用しない時は、必ずシャッタを閉め、不意のレーザ放射や不要な被ばくを避け 

るようにしてください。 

 

６． 警告標識の掲示 

  本器が設置された場所、部屋の入口、または保護囲いに警告標識を掲示してください。 

付属のラベルを利用しても構いませんが、さらに大きな表示等が必要な時は、個々御用意ください。 

 

７． ビーム光路 

  レーザビームの通る位置は、人が座った場合の目の高さより低い位置、もしくは人が立っ 

た時の目の高さより高くしてください。偶発的に目にレーザ光が入るのを防止することが 

できます。 

 

８． 保護眼鏡の着用 

  作業者の目を保護するために、レーザ点灯中はレーザ保護眼鏡の着用を義務づけてくださ 

い。但し、保護眼鏡は散乱光に対するもので、直接光や反射光への使用は絶対に避けてく 

ださい。 

 

９． 訓練 

  本器は安全性に十分配慮した設計になっていますが、運用上、十分な安全衛生管理がなさ 

れていなかったり、運転操作手順を熟知していない場合は、作業者だけでなく周囲の他の 

作業者へも危険をもたらす可能性があります。 

  従って、下記の例に示すような作業規定を作り、これを確実に運用していくようにしてく 

ださい。 

 

 



●レーザシステム作業規定実施例 

 
（１）使用者安全衛生規定 

レーザシステムの管理・教育・導入計画・運転操作・保全点検等 

 

（２）管理    ① レーザ安全管理区域の設定 

     ② レーザ安全管理者の任命 

     ③ 使用システムの明確化 

     ④ 作業者名簿・教育程度・健康管理 

⑤ レーザ安全管理者業務の明確化 

 

（３）教育    ① システム管理者の教育 

     ② 作業者の教育 

③ 一般立入者(見学者等)の教育 

 

（４）導入計画 ① レーザ光に対する安全 

     ② レーザシステムの構造上の安全基準 

     ③ 保護囲い等の設置 

④ その他設置環境の整備 

 

（５）運転操作 ① 運転操作の基本的事項 

     ② 作業方法及び手順 

     ③ 点検・検査 

     ④ 調整作業 

  

（６）保全点検 ① 異常時、及び事故時の概要・原因・対策等の記録 

     ② 定期点検(日常・中長期の区分) 

 

（７）健康管理   作業者の健康診断実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

始業点検手順 
(例)MODEL2502 
●電源投入前点検 

① センサの外観チェック 

傷や凹みがないか。前面機械式シャッターを開けてガラスの傷、割れのチェック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 信号処理器の外観チェック 

傷や凹みがないか。背面のインターロックコネクタは挿入されているか。コネクタ類の変形等はないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ケーブル類のチェック 

ケーブルの傷、コネクタピンの変型や欠落がないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記内のチェックで、傷、凹み、割れ、変型、欠落等疑わしい部分が認められた場合は使用を中止してメーカ

ーに連絡する。 

 

●電源投入後点検 

① センサ前面の機械式シャッターが閉じられていることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ELECTRONICS  CORPORATION   
  4-7-16, Miyauchi, Nakahara-ku, Kawasaki 

Kanagawa, 211-0051 JAPAN 
TEL: 044-589-8180 FAX: 044-589-8181 

 

シャッター 
ガラス窓 コネクタ部 

インターロックコネクタ センサコネクタ レーザ出力用キースイッチ 
/緊急停止スイッチ 

コネクタピン 



② レーザ出力用キースイッチを挿入し、オフ（左に回した位置）であることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 電源ケーブル、センサケーブルを接続し、きちんと接続されたことを確認してから電源を投入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ センサを机の上（目線の下）に置き、レーザ焦点（焦点距離 L=100mm±4mm または焦点距離 L=200mm±8mm）

に、模擬的な測定対象物として白い紙などをレーザに相対して置く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 処理器前面左側の POWER表示 LEDの点灯を確認する。 

また処理器前面右側の警告灯（緑 LED）が点滅しているのを確認する。 

さらに、センサ背面の警告灯（緑 LED）が点滅していることを確認する。 

この状況でレーザーの温度コントロールを行う準備が完了している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レーザ出力用キースイッチ 
OFF状態 

電源スイッチ 

電源ケーブル 

センサケーブル 

焦点距離 

警告灯（緑 LED）が
点滅 

警告灯（緑 LED） 
が点滅 

レーザ出力 
警告灯（緑 LED） 

POWER 表示 LED
緑が点灯 



 

⑥ 安全メガネをかける。処理器前面右側のレーザー出力用キースイッチを右に回し、レーザーを出力させる。 

この状態で 1,2 分（環境温度により異なる）経つと、レーザーの温度コントロールシーケンスを終了し、レーザ

ーが放出される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ ビームが出ていることを確認する。 

警告灯（緑 LED）が点滅から点灯へ変化する。 

センサ前面からビームが放出される方向に遮蔽版等が置かれて、光路が遮断されていることを確認する。 

センサの機械式シャッターを開ける。 

安全メガネをかけているとビームを見ることはできないが、焦点距離近傍（焦点距離 L=100mm±4mm または焦

点距離 L=200mm±8mm）に白い紙等があると、処理器前面左側の INPUT LEVEL の LEDが反応することで動作

の確認ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 白い紙等を動かして信号処理器に表示された速度や変位の数字が変化することを確認する。 

 

 

以上のような点検において、手順通りにならないとき、疑問がある場合、ご不安を感じた場合等は

下記営業部もしくは代理店へ速やかにご連絡ください。 
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レーザ出力用キースイッチ 
ON状態  
CHA のみ ONにしたところ 

警告灯（緑 LED）が 
点滅から点灯へ変化
する 

レーザビーム確認 

警告灯（緑 LED）が
が点滅から点灯へ
変化 

INPUT LEVEL LEDが反応 

速度表示 

ELECTRONICS  CORPORATION   
  4-7-16, Miyauchi, Nakahara-ku, Kawasaki 

Kanagawa, 211-0051 JAPAN 
TEL: 044-589-8180 FAX: 044-589-8181 
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始業点検手順 
(例)MODEL2525 
●電源投入前点検 

①センサの外観チェック 

傷や凹みがないか。前面機械式シャッターを開けてガラスの傷、割れのチェック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②信号処理器の外観チェック 

傷や凹みがないか。背面のインターロックコネクタは挿入されているか。コネクタ類の変形等はないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ケーブル類のチェック 

ケーブルの傷、コネクタピンの変型や欠落がないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記内のチェックで、傷、凹み、割れ、変型、欠落等疑わしい部分が認められた場合は使用を中止してメーカ

ーに連絡する。 

 

●電源投入後点検 

①センサ前面の機械式シャッターが閉じられていることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャッター 
ガラス窓 コネクタ部 

インターロックコネクタ センサコネクタ 

コネクタピン 



②電源ケーブル、センサケーブルを接続し、きちんと接続されたことを確認してから電源を投入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③センサを机の上（目線の下）に置き、レーザ焦点（焦点距離 L=100mm±4mmまたは焦点距離 L=200mm±8mm）

に、模擬的な測定対象物として白い紙などをレーザに相対して置く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

セーフティインターロックを設定する。 

--------------------------------------------------------------------------------- 

【I.Lock M】：セーフティインターロック機能 

マテリアル信号レベルの監視による、セーフティインターロック機能の有効／無効を選択します。センサから

出射したレーザの被測定物からの反射光であるマテリアル信号は、焦点距離からずれると小さくなることを

利用して、レーザ光が誤って空中に出射される危険を回避することができます。 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    CHB も同様。 

 

                                     

 

 

 

電源スイッチ 

電源アダプタ 

センサケーブル 

焦点距離 

電源ケーブル 

“A SET”を選択して 
から”Spe”を選択すると
この画面となる 

“I.Lock.M” 
セーフティインターロック 
のモードを”ON”にする。 



⑤処理器前面画面表示を確認する。 

センサ背面レベルインジケータは赤のみが点滅していることを確認する。この状況でレーザーの温度コントロ

ールを行う準備が完了している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥安全メガネをかける。 

処理器前面表示タッチパネルにて”A LD ON”を選択する。これで CHA のレーザを ON する手順の入り口とな

る。 

”B LD ON”を選択する。これで CHBのレーザを ONする手順の入り口となる。以下 A,B同様。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦パスワードを入力する                ⑧レーザを点灯する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面が切り替わり、”A LD ON”を選択する。CHAのレーザが点灯するシーケンスへ入る。 

”B LD ON”を選択すれば同様に CHBのレーザが点灯するシーケンスへ入る。 

INPUT LEVEL LED は赤の
みが点灯 

B LD ON キー 

A LD ON キー 

処理器前面画面
表示 

パスワードは 
“1 7 9 3 ENT” 
で時計回り 

A LD ON/OFF キー 
 
LD を ON/OFFできる 

レーザ常時 ONキーは、必
ず OFFにしておく。 
ここが ONであると、パスワ
ードを入れることなくレー
ザが点灯する。 

レーザ OFF 
緊急停止スイッチ 

“A LD ON/OFF” 
CHA レーザ ON/OFF 
緊急停止キー 

“BLD ON/OFF” 
CHB レーザ ON/OFF 
緊急停止キー 

“A LD ON/OFF” 
CHA レーザ ON/OFF 
緊急停止キーを兼
ねている。 

“B LD ON/OFF” 
CHB レーザ ON/OFF 
緊急停止キーを兼
ねている。 



⑨ビームが出ていることを確認する。 

センサ前面からビームが放出される方向に遮蔽版等が置かれて、光路が遮断されていることを確認する。 

センサの機械式シャッターを開ける。 

この状態で 1,2分（環境温度により異なる）経つと、レーザーの温度コントロールシーケンスを終了し、レーザ

ーが放出される。 

 

安全メガネをかけているとビームを見ることはできないが、焦点距離近傍（焦点距離 L=100mm±4mm または焦

点距離 L=200mm±8mm）に白い紙等があると、処理器前面左側の INPUT LEVEL の LEDが反応することで動作

の確認ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レーザビーム点灯
準備中 
青 LED点滅 

INPUT LEVEL LEDは赤のまま 

INPUT LEVEL LEDは赤＋緑 

青 LED点灯 

レーザビーム点灯 

“MEAS”キー 
選択で下の画面へ 
切り換え 

レーザ OFF 
緊急停止スイッチ 

“A LD ON/OFF” 
CHA レーザ ON/OFF 
緊急停止キー 

“B LD ON/OFF” 
CHB レーザ ON/OFF 
緊急停止キー 



⑩ 白い紙等を動かして信号処理器に表示された速度や変位の数字が変化することを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●セーフティインターロック機能の確認 

①センサの焦点位置を外し、点灯中のレーザが消灯することを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②信号処理器画面の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③レーザ再点灯の確認。 

⑥～⑨までの手順を繰り返す。 

 

 

INPUT LEVEL LEDが反応 

速度表示が反応 

レーザが消灯 青 LED消灯 

INPUT LEVEL LEDは赤のみ 

レーザ A が消灯
した表示 

“Close”キー 
で再点灯へ 



●センサ緊急停止ボタンの動作確認 

①センサ緊急停止ボタンを押してレーザが消灯することを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②信号処理器画面の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③レーザ再点灯の確認。 

⑥～⑨までの手順を繰り返す。 

 

●信号処理器緊急停止キー動作確認 

①緊急停止キーを押してレーザが消灯することを確認する。 

信号処理器側には”LASER SHUTDOWN”の表示は無し。 

②再点灯は⑥～⑨までの手順を繰り返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レーザ A が消灯
した表示 

“Close”キー 
で再点灯へ 

“A LD ON/OFF” 
CHA レーザ ON/OFF 
緊急停止キー 

“B LD ON/OFF” 
CHB レーザ ON/OFF 
緊急停止キー 

レーザ OFF 
緊急停止スイッチ 



 

 

 

 

 

 

以上のような点検において、手順通りにならないとき、疑問がある場合、ご不安を感じた場合等は

下記営業部もしくは代理店へ速やかにご連絡ください。 
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資料・追加 
●外付け「非常停止ボタン」 
非常停止ボタンをボックスに入れ、本体から 5mまで離れた場所でレーザーのシャットダウンができる。 
スイッチはコントロールボックスに入れる。 
スイッチ型式 XW1W-LV4 コントロールボックス型式 FB1W-XW1E。IDEC株式会社 

  

 

●レーザ管理区域表示板 

サインスタンドの両面に管理区域を示す表示シールを貼ったもの。日本緑十字社。 

 

 



 

 

●安全メガネ 

1/00減衰整備用安全メガネ。波長 780nm用のもの。型式MODEL-YL-335-M-022 山本光学 

 


